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1. はじめに 
ソフトウェア開発プロジェクトの大規模化に伴う

生産性の低下や品質問題に対応する手段として、

CMMI[1]による開発プロセス改善活動が注目を集

めている。しかし、大規模プロジェクトでの開発プ

ロセスの改善は時間を要する活動である。この改善

を効率的に進めるべく我々は、ソフトウェア開発支

援環境（以下、プロセスナビゲータ）の開発を進め

ている。プロセスナビゲータは、ソフトウェアの開

発手順の定義をプロセス記述として与え、この定義

を基に作業手順を示し、適切なタイミングでツール

起動を行い、開発者の作業を誘導する。 

本稿では、プロセスナビゲータで利用するプロセ

ス記述言語について、言語に対する要求と、それに

対する制御機構について議論する。 

 

2. ソフトウェア開発支援環境 
2.1. プロセスナビゲータにおける課題 
プロセスナビゲータは、事前に定義したプロセス

記述に従って動作し、開発者に作業手順の提示やツ

ール起動等を Web 環境上で提供することにより以

下のことを狙っている。 

 プロセス改善活動によって改訂した標準開発プ

ロセスの組織内での普及・定着 

 品質データの計測・分析によるプロダクト品質

の管理 

 各作業に対して、適切なツールの自動起動や、

参照データの提示等による生産性の向上 

 組織内での情報共有、及び開発者間の確実なコ

ミュニケーション支援 

 

 

これらの実現手段として、固定的な手順に基づく

従来のワークフローを用いることが考えられるが、

実際のソフトウェア開発では以下の点に問題がある。 

 組織標準として定義された標準開発プロセスは、

プロジェクトごとに開発規模や期間などの特性

が異なるため、そのままで全てのプロジェクト

に適用するのは困難である。 

 開発手順は進捗状況などにより変更することが

多く、事前に全ての手順を予測してプロセスを

定義することは難しい。従来のワークフローに

おけるプロセス記述は、事前に全ての作業手順

を定義するというスタイルをとっているため、

実作業とナビゲーションする作業手順の乖離が

大きくなってしまう場合がある。 

 

2.2. プロセス記述言語の課題 
2.1 節の解決策として、以下の機能を実現する。 

 プロジェクトの規模、開発期間などの特性（以

下プロファイル情報）をもとにした標準開発プ

ロセスのテーラリング 

 プロセスの作業状況に応じた動的なプロセスの

生成・変更 

この機能を実現するためには、現状のプロセス記

述言語の制御機構を拡張する必要があり、その際の

課題を以下に示す。 

① プロファイル情報に基づき、柔軟に標準開発プ

ロセスから実際にプロジェクトに適用する実

行プロセスを定義可能とする仕組み 

② プロセスを動的に組み合わせる際、矛盾が発生

しない適切なライブラリを選択して、実行プロ

セスを生成できる仕組み 

③ 動的変更したプロセスの実績を評価し、ライブ

ラリの選択条件を見直す仕組み 
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3. 言語に対する要求と制御機構 
 2 章で述べた課題に対して、検討したプロセス記

述仕様の方針と制御機構を以下に示す。 

① プロセステーラリング機能 

テーラリング機能では、過去の類似プロファイ

ル情報を有するプロジェクトにおいて、標準開発

プロセスから逸脱した事例が存在した箇所など

を抽出、プロセスの動的生成・変更箇所（以下、

変更ポイント）を実行プロセス内に設定する。 

また、プロセスの動的生成、変更を実施する場合

にライブラリを選択する選択条件をプロファイ

ル情報に基づき、設定する。 

② プロセス動的生成・変更機能 

プロセスの動的生成・変更機能では、開発者の

作業が事前に実行プロセス内の変更ポイントに

到達すると、実績値を基に組合せ可能なライブラ

リ群から予め設定された選択条件をもとにライ

ブラリを選択、動的に実行プロセスに組込む。 

また、プロセスの動的生成・変更時に矛盾が発生

しない組合せ可能なライブラリを抽出するため

に、プロセス記述に機能を分類するカテゴリや入

出力情報を定義する。 

 

③ 実行プロセス評価機能 

プロジェクト終了後に、不具合発生件数や作業

時間などの実績値を計測し、統計処理する。統計

処理した値からライブラリの後工程に与える影

響度（成果物に対する品質，開発期間）を評価す

る。その結果をもとにプロセスの動的生成・変更

時におけるライブラリの選択条件を見直す。 
 

4. まとめ 
今後、今回検討したプロセスのテーラリング及び

プロセスの動的生成・変更機能を、現状のプロセス

ナビゲータに実装させる予定である。なお、プロセ

ス記述言語の記述の容易性や可読性を向上させるエ

ディタ、可視化ツールなどの開発が課題として残っ

ている。今後は、開発現場と協力して、プロセスナ

ビゲータの運用と機能評価を進めると共に、プロセ

ス記述の洗練化の検討を進めていく予定である。 
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図 1 プロセスのテーラリングと動的変更 
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